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狛
江
市
の
農
業
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
次
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機

に
ま
す
ま
す
農
業
に
精
進
さ

れ
ま
す
よ
う
切
望
い
た
し
ま

す
。 平

成
23
年
度

顕
彰
受
賞
者
紹
介

　

平
成
23
年
11
月
17
日
に

明
治
神
宮
に
於
い
て
狛
江
市

の
農
業
及
び
農
業
団
体
の
発

展
に
努
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
内
田
農
業
振
興
会
よ
り
緑

綬
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
川
氏
は
学
校
卒
業
と
同

時
に
就
農
さ
れ
野
菜
を
中
心

に
年
間
を
通
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
各
役
職

も
歴
任
さ
れ
、
中
国
人
研
修

生
の
受
け
入
れ
や
、
宮
中
新

嘗
祭
献
穀
粟
に
も
奉
耕
す
る

な
ど
農
業
に
対
し
て
積
極
的

に
努
力
さ
れ
た
賜
物
だ
と
思

い
ま
す
。
後
継
者
も
育
っ
て

い
て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

財
団
法
人 

内
田
農
業
振
興
会 

緑
綬
功
労
賞猪

方  

小
川　

健
一

第
51
回
企
業
的
農
業
経
営
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
会
長
表
彰

小
足
立  
冨
永　

和
宏

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、プ
ラ
ム
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
栽
培

し
狛
江
市
に
於
い
て
は
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
も
ぎ
取
り
園

と
し
て
は
草
分
け
的
存
在
で

す
。
農
業
経
営
に
は
常
に
経

営
の
近
代
化
等
を
実
践
し
て

地
域
の
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
て
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

小
足
立  

須
田　

和
男

　

露
地
野
菜
を
多
品
目
栽

培
し
、
63
年
に
亘
り
野
菜
一

筋
に
打
ち
込
ん
で
き
た
姿
勢

は
、
地
域
の
農
業
者
の
模
範

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
役
職
も
歴
任
さ

れ
、
狛
江
の
農
業
の
基
礎
を

築
き
、
都
市
農
業
の
発
展
と

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る

べ
く
地
産
地
消
に
尽
力
を
さ

れ
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
会
議

農
業
功
労
者
表
彰

松
原  

飯
田　

城
司

　

近
隣
農
家
や
消
費
者
と
積

極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
多
品
目
野
菜
を
栽
培
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
う
ど
、

た
ら
の
芽
も
栽
培
し
て
農
業

経
営
の
改
善
安
定
に
常
に
取

り
組
む
事
が
認
め
ら
れ
て
の

受
賞
で
す
。
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農
業
委
員
の
改
選
が

農
業
委
員
の
改
選
が

あ
り
ま
し
た

あ
り
ま
し
た　

カ
ボ
チ
ャ
の
ス
ー
プ

カ
ボ
チ
ャ
の
ス
ー
プ

　

平
成
23
年
７
月
19
日
の
任

期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の

改
選
で
、
選
挙
に
よ
る
委
員

９
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
が
推
薦
し

た
１
人
、
マ
イ
ン
ズ
農
業
協

同
組
合
が
推
薦
し
た
１
人
が

そ
れ
ぞ
れ
市
長
か
ら
選
任
さ

れ
、
新
し
い
11
人
の
農
業
委

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
26
年
７
月
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

地
区
推
薦　

髙
木
盛
美 

委
員

　

農
業
委
員
と
い
う
大
役

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
こ
の
任
期
中
一
生
懸
命

勉
強
し
て
、
皆
様
の
ご
期
待

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
狛
江
市
の
農
地
、
農

業
を
守
れ
る
よ
う
、
自
分
な

り
に
力
を
尽
く
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
区
推
薦　

飯
田
美
郎 

委
員

　

都
市
農
業
に
と
っ
て
、
相

続
問
題
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
減
少
す
る
農
地
の
要
因

は
相
続
税
の
負
担
で
す
。
農

家
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
少
し
ず
つ
、
し
っ
か
り
と

勉
強
し
て
い
き
、
狛
江
市
の

農
地
を
少
し
で
も
多
く
維
持

存
続
出
来
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

農
協
推
薦　

飯
田
清
孝 

委
員

　

農
地
を
現
状
よ
り
減
ら
さ

な
い
た
め
に
は
、
個
々
の
農

家
の
肥
培
管
理
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
し
っ

か
り
勉
強
を
し
て
、
農
家
と

行
政
の
間
に
入
り
、
農
家
の

皆
様
の
ご
意
見
を
出
来
る
限

り
反
映
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
会
推
薦　

石
黒　

實 

委
員

　

都
市
の
農
地
は
温
暖
化
緩

和
に
貢
献
し
、
防
災
空
間
と

し
て
の
役
割
や
新
鮮
で
安
心

な
食
材
を
提
供
す
る
等
、
農

地
の
機
能
を
強
調
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に

必
要
な
知
識
を
学
び
、
三
年

間
の
活
動
に
役
立
て
て
行
き

ま
す
。

農
地
を
無
断
転
用

農
地
を
無
断
転
用

　
　

し
て
ま
せ
ん
か

　
　

し
て
ま
せ
ん
か

　

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地

に
ア
パ
ー
ト
や
倉
庫
な
ど
を

建
設
し
た
り
、
駐
車
場
や
資

材
置
き
場
に
す
る
な
ど
、
人

為
的
に
農
地
を
農
地
以
外
の

用
地
に
転
用
す
る
事
を
い
い

ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る

場
合
に
は
、
農
地
法
の
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
農
業
委
員
会
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

お得です 農業者年金
たとえ、一ヶ月でも積み立てた年金たとえ、一ヶ月でも積み立てた年金
は将来受給出来ます。詳しい内容は将来受給出来ます。詳しい内容
は事務局までは事務局まで
加入できる人は？加入できる人は？
・国民年金第１号被保険者・国民年金第１号被保険者
・農業に年間60日以上従事する者・農業に年間60日以上従事する者
・20歳以上　60歳未満・20歳以上　60歳未満

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

新
農
業
委
員
に

新
農
業
委
員
に

　
　
　
　

　
　
　
　

  

な
っ
て

な
っ
て

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

全国農業新聞を　　　　
　　　購読しませんか？

購読料は  月額600円、
              年額では7,200円（消費税込）
です。
　農業者に役立つ情報が満載ですの
で、是非講読してみませんか？申込み
は、お気軽に農業委員会事務局まで。

①
最
初
に
カ
ボ
チ
ャ
の
皮
を

む
い
て
適
当
な
大
き
さ
に
切

り
ま
す
。
鍋
に
、カ
ボ
チ
ャ
、

水
、
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
て

煮
ま
す
。
②
あ
る
程
度
や
わ

ら
か
く
な
っ
た
ら
、
フ
ー
ド

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
入
れ
て
よ

く
混
ぜ
ま
す
。
③
鍋
に
移
し

て
牛
乳
で
混
ぜ
適
宜
薄
め
ま

す
。
最
後
に
生
ク
リ
ー
ム
を

入
れ
ま
す
。
④
お
皿
に
入
れ

パ
セ
リ
を
散
ら
し
ま
す
（
ク

ル
ト
ン
で
も
良
い
）。

　
　

      （
谷
田
部
恵
美
子
）

①①

②②

③③

④④
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
に
よ
っ
て
例
外
な
く

関
税
を
撤
廃
す
る
と
ど
う
な

る
か
？ 

日
本
に
と
っ
て
は
、

す
で
に
食
料
自
給
率
も
40
％

を
切
る
よ
う
な
時
に
、
ま
さ

に
農
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
う

け
て
し
ま
う
。
そ
も
そ
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
（
ブ
ル
ネ
イ
）（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）
が
（
チ
リ
）

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と

自
由
貿
易
を
始
め
よ
う
と
し

た
事
に
始
ま
っ
た
。

　

そ
の
自
由
な
話
に
ア
メ
リ

カ
が
乗
ら
な
い
訳
が
な
い
。

こ
の
協
定
を
結
ん
で
し
ま
う

と
現
在
米
に
は
77.8
％
の
関
税

が
か
け
ら
れ
て
、
日
本
の
美

味
し
い
米
の
流
通
が
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
関
税
が
無

Ｔ
Ｐ
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
でで

　

日
本
農
業
は

　

日
本
農
業
は

　

ど
う
な
る
！

　

ど
う
な
る
！

く
な
り
、
国
産
米
の
ほ
と
ん

ど
が
外
国
米
に
変
わ
っ
て
し

ま
い
一
部
の
銘
柄
米
が
残
る

く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
関
税
が
撤
廃
さ

れ
て
し
ま
う
と
米
の
生
産
が

90
％
減
っ
て
し
ま
う
と
云
う

事
で
あ
る
。
日
本
に
於
け
る

農
地
が
残
る
の
は
、
現
在
の

３
分
の
１
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
残
る
農
地
は
耕
作
放

棄
地
と
な
っ
て
し
ま
い
、
さ

ら
に
、
乳
製
品
、
小
麦
、
豚

肉
等
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け

て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
本
が
世
界
に
自
慢
出
来

る
食
の
安
全
も
、
お
び
や
か

せ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
、

食
品
添
加
物
、
農
薬
な
ど
の

問
題
も
規
制
が
緩
く
な
っ
て

し
ま
い
そ
う
な
の
で
も
は
や

「
食
の
安
全
」
は
確
保
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

農
業
に
よ
り
生
産
さ
れ

る
食
料
は
、
人
間
が
生
き
て

行
く
事
に
絶
対
必
要
な
も
の

で
す
。
い
く
ら
自
由
貿
易
と

い
っ
て
も
国
々
は
あ
る
わ
け

で
す
。
お
金
が
あ
れ
ば
、
い

つ
も
食
料
を
調
達
出
来
る
と

思
う
の
は
ま
ち
が
い
で
す
。

「
食
の
安
全
」
を
確
保
す
る

の
は
国
民
に
対
す
る
必
要
最

低
限
の
義
務
で
す
。

　

過
去
に
農
地
の
宅
地
並
課

税
阻
止
運
動
、
反
対
運
動
を

農
業
団
体
や
組
合
員
が
一
生

懸
命
や
っ
て
農
地
を
守
り
、

オ
レ
ン
ジ
自
由
化
反
対
や

牛
肉
の
安
全
等
、
先
人
た
ち

が
日
本
の
農
業
を
守
っ
て
頑

張
っ
て
来
た
事
を
考
え
る
と

簡
単
に
参
加
し
た
の
で
は
、

申
し
訳
な
い
と
い
う
思
い
に

な
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
食
料
と
飼
料

用
穀
物
で
日
本
及
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
国
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
！

　

地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て

い
る
昨
今
、
農
作
物
の
収
穫

量
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
時

に
、
自
国
の
国
民
を
優
先
に

回
し
て
日
本
の
残
っ
た
農
地

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
食
料

に
よ
っ
て
日
本
国
民
が
潤
う

は
ず
が
な
い
。
そ
う
な
っ
た

時
の
事
を
考
え
る
と
気
が
重

い
。

 

２
０
１
０
年
現
在
参
加
国

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ベ
ト
ナ

ム
・
ブ
ル
ネ
イ
・
マ
レ
ー
シ

ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
・

チ
リ
・
ペ
ル
ー
。

 

２
０
１
１
年
交
渉
参
加

　

日
本
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ

コ
、
現
在
12
ヶ
国
で
参
加
を

前
提
に
し
た
交
渉
を
始
め
て

い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
分
野

 

物
品
市
場
ア
ク
セ
ス

　
（
工
業
）（
繊
維
）

　
（
衣
料
品
）（
農
業
）

　
　

原
産
地
規
則

　
　

貿
易
円
滑
化

　
　

衛
生
植
物
検
疫

　
　

貿
易
の
技
術
的
障
害

　
　

貿
易
救
済

　
　

政
府
調
達

　
　

知
的
財
産

　
　

競
争
政
策

 

サ
ー
ビ
ス

　
（
越
境
サ
ー
ビ
ス
）（
金
融
）

　
（
電
気
通
信
）

　
（
商
用
関
係
者
の
移
動
）

　
　

電
子
商
取
引
・
投
資

　
　

環
境
・
労
働

　
　

制
度
的
事
項

　
　

紛
争
解
決

　
　

協
力

　
　

分
野
横
断
的
事
項
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会長　小川　昭治

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ

久 野 俊 明
会長職務代理

地区推薦
荒 井 　 正
農地部長

地区推薦
栗 山 義 一
農地副部長

議会推薦
石 黒 　 實
農地部員

地区推薦
大久保 哲夫
調査部長

地区推薦
飯 田 美 郎
調査副部長

農協推薦
飯 田 清 孝
調査部員

地区推薦
谷田部 英雄
農政副部長

地区推薦
髙 木 盛 美
農政部員

編
集
後
記

　

狛
江
市
の
農
地
は
、

ご
存
知
の
よ
う
に
減
少
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

都
市
農
地
は
、
作
物

の
生
産
だ
け
で
な
く
、

食
育
、
防
災
、
環
境
な

ど
多
面
的
な
機
能
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
限
り
あ

る
農
地
を
適
正
に
維
持
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

  

編
集
委
員

　

 

谷
田
部
英
雄

　

 

栗
山
義
一･

高
木
盛
美

　

 

石
黒　

實･

飯
田
清
孝

　

平
成
23
年
７
月
20
日
に
開

催
さ
れ
た
、
改
選
後
初
め
て

の
農
業
委
員
会
で
は
委
員
各

位
の
ご
推
挙
に
よ
り
会
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と

り
ま
し
て
は
、
身
に
余
る
光

栄
で
あ
る
と
同
時
に
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
委
員
各
位
の
ご
協
力
を

賜
り
、
職
務
を
遂
行
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　

今
、
都
市
農
業
の
抱
え
て

い
る
問
題
は
、農
地
の
減
少
、

農
業
者
の
高
齢
化
、
税
制
問

題
、
農
業
後
継
者
不
足
、
さ

ら
に
は
政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

表
明
す
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
農
業
を
取
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
農
業
者

を
は
じ
め
市
民
及
び
マ
イ
ン

ズ
農
業
協
同
組
合
な
ど
関
係

各
位
の
お
力
添
え
を
戴
き
ま

し
て
狛
江
の
農
業
の
振
興
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
農
業
委
員
会
活
動
に

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

********************************************
簿記記帳講習会参加者募集
　東京都農業会議の指導による「簿
記記帳講習会」の新規参加者を募集
しています。講習料は無料ですので、
是非ご参加ください。詳細は、農業
委員会事務局までご連絡ください。

♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦

地区推薦
小 川 芳 文
農政部長
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